
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
浴槽の浴水を循環させる循環ポンプと、 電極が設けられ循環される浴水を電気分解
して前記電極 から金属イオンを溶出させ水酸化物を生成する電解槽と
前記電解槽で生成された水酸化物によって凝集された濁り成分を含有した浴水を濾過装置
で濾過して前記浴槽に戻す循環温浴器であって、

ことを特徴とする循環温浴器。
【請求項２】
前記循環ポンプが前記電解槽と前記濾過装置の間に設けられたことを特徴とする請求項１
記載の循環温浴器。
【請求項３】
前記電極がＡｌ、Ｆｅ、Ｎｉまたはそれらの合金からなることを特徴とする請求項１また
は２記載の循環温浴器。
【請求項４】
前記電解槽に電力を制御して供給する制御部を設けたことを特徴とする請求項１～３のい
ずれかに記載の循環温浴器。
【請求項５】
浴水を加熱するヒーターを備えたことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の循環
温浴器。
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【請求項６】
浴水の流量を検知する流量検知部を設けたことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記
載の循環温浴器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、風呂の浴水を清浄化及び殺菌し同時に加熱しながら循環させる循環温浴器に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、生活の快適さ便利さを追求して循環温浴器が普及しつつある。この循環温浴器は浴
水を循環させ濾過装置で浴水を濾過して清浄化し、ヒーターを設けて浴水を加熱して多く
は２４時間いつでも入浴できるものである。
【０００３】
そこで従来の循環温浴器について説明する。図２は従来の循環温浴器のシステムの概略全
体図である。１は浴槽、２は浴水を循環する循環ポンプ、３は循環路、５は濾過装置で内
部に濾過材４が充填されている。６は浴水の吸入口、７は排出口、８は循環する浴水を加
熱するヒーター、９はオゾンガスを吸引するためのインジェクター、１０はオゾンガスを
発生させるオゾン発生装置である。
【０００４】
以上のように構成された従来の循環温浴器について以下その動作を説明する。循環ポンプ
２が回転して浴槽１内の浴水を吸入口６から吸引し循環が開始する。浴水はヒーター８に
移送され適当な温度に加熱される。加熱された浴水は循環路３を経て濾過装置５に移送さ
れる。濾過装置５には細菌や他の微生物が固定された直径０．２ｍｍから２ｍｍの砂、セ
ラミックボールまたは糸巻フィルター等からなる濾過材４が充填されており、この濾過材
４に固定された細菌や他の微生物によって濁り成分の濾過材４への吸着と分解が行われ、
浴水が濾過される。これらの細菌類はＺｏｏｇｌｏｅａ　ｒａｍｉｇｅｒａやＳｐｈａｅ
ｒｏｔｉｌｕｓｎａｔａｎｓ等が適当（フジ・テクノシステム社「微生物の利用・応用技
術資料集」昭和５０年７月発行）とされている。濾過され清浄になった浴水はインジェク
ター９を通過するが、この際インジェクター９はオゾン発生装置１０で発生したオゾンガ
スを吸引するので、浴水にオゾンガスが混合される。混合されたオゾンガスは浴水中に繁
殖している細菌などを殺菌したり、残存している有機物等を酸化して分解するので、濾過
材４に固定された細菌や他の微生物による分解がさらに容易になって濾過装置５の濾過性
能を向上することができる。インジェクター９を通過した浴水は浴槽１に環流する。以上
の循環操作を適当な間隔で繰り返して浴水の濁り成分を取り除いて清浄にし、さらに殺菌
効果を持たせていつでも入浴することができるようにするものである。
【０００５】
また、浴水の吸入口６にヘアーキャッチャー等を設け浴水に混入している比較的大きい形
状の毛髪や垢及び脂肪分等を予備的に濾過し、濾過装置５の濾過寿命を長くしようとする
ものもある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、濾過装置に濾過材を設け、この濾過材に固定された細菌や微生物によって
浴水中の濁り成分である垢や脂肪分等を捕捉し、浴水を濾過する方法は、細菌、微生物等
が十分に固定され分解能力が発揮されるまでの運転開始初期の１か月程度の間は、頻繁に
浴槽水を交換しなければならないという問題があった。
【０００７】
また、これらの濁り成分の殆どは表面がマイナスに帯電し（ゼータ電位がマイナス）、浴
水中では互いに反発し合って均一な乳濁液状（エマルジョン）となって分散し、このエマ
ルジョンを除去するためには、濾過精度が０．１μｍ（０．１μｍの粒子の殆どを濾過で
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きるもの）の中空糸膜等を利用した精密濾過や、ゼータ電位がプラスに帯電した特殊なフ
ィルターを使用して、ゼータ電位がマイナスの濁り成分を吸着除去しなければならず、濾
過材のコストが高く、メンテナンスが煩雑である等の問題があった。
【０００８】
また、山砂、セラミックボール、糸巻フィルター等は安価な濾過材であるが、ゼータ電位
はマイナスに帯電しており、これらを濾過材に使用すると浴水中の濁り成分と反発し、殆
どの濁り成分は濾過されずに通過してしまうという問題もあった。
【０００９】
また、ヘアーキャッチャー等を設け、浴水に混入している比較的大きい形状の毛髪や垢及
び脂肪分等を予備的に濾過する方法は、浴槽を使用する頻度が多い場合には容易に目詰ま
りし、ヘアーキャッチャー等を頻繁に清掃したり取り替えなければならないという問題が
あった。またヘアーキャッチャー等に雑菌が繁殖し、臭いを発生するという問題もあった
。
【００１０】
また、濾過材に捕捉された濁り成分を除去するため浴槽水を逆流させ逆洗すると、濾過材
に一旦固定された細菌や他の微生物も同時に除去され、濁り成分である垢や脂肪分等の分
解能力が低下するという問題もあった。
【００１１】
そこで本発明は前記従来の問題点を解決するもので、運転開始初期から微小な濁り成分ま
でを容易に濾過し、ヘアーキャッチャー等を設けることなく、逆洗浄作業が容易で、濾過
材の閉塞寿命が長く、小型でメンテナンスが容易で衛生的な循環温浴器を提供することを
目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために 浴槽の浴水を循環させる循環ポンプと、 電極
が設けられ循環される浴水を電気分解して電極 から金属イオンを溶出させ水酸
化物を生成する電解槽と 電解槽で生成された水酸化物によって凝集された濁り成
分を含有した浴水を濾過装置で濾過して浴槽に戻す循環温浴器であって、

ことを特徴とする。
【００１３】
また、循環ポンプが電解槽と濾過装置の間に設けられていることが望ましい。また、電極
がＡｌ、Ｆｅ、Ｎｉまたはそれらの合金からなることが好ましい。
【００１４】
また、電解槽に電力を制御して供給する制御部を設けたことを特徴とする。
また、浴水を加熱するヒーターを備えていることが望ましい。
【００１５】
また、浴水の流量を検知する流量検知部を設けていることが好ましい。
【００１６】
【作用】
本発明の循環温浴器は、浴槽の浴水を循環させる循環ポンプと、 電極が設けられ循
環される浴水を電気分解して電極 から金属イオンを溶出させ水酸化物を生成す
る電解槽と 電解槽で生成された水酸化物によって凝集された濁り成分を含有した
浴水を濾過装置で濾過して浴槽に戻

から、微
小な垢や脂肪分等の濁り成分をフロック状にし、濾過装置で濾過して清浄な浴水に保つこ
とができる。
【００１７】
また、循環ポンプが電解槽と濾過装置の間に設けられているから、浴水と水酸化物を十分
混合でき、水酸化物による濁り成分の凝集を容易にすることができる。
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また、電極寿命が長く、電極表面への付着による劣化が殆どない。



【００１８】
また、電極がＡｌ、Ｆｅ、Ｎｉまたはそれらの合金からなるから、それら金属の水酸化物
を容易に形成することができる。
【００１９】
また、電解槽に電力を制御して供給する制御部を設けているから、電解槽に設けた電極へ
の電圧の極性を切り替えることができ、一定間隔で電力の供給をＯＮ－ＯＦＦすることが
できる。
【００２０】
また、浴水を加熱するヒーターを備えているから、浴水を常に適温に保つことができる。
【００２１】
また、浴水の流量を検知する流量検知部を設けているから、浴水の循環流量を制御するこ
とができ、浴水を効果的に濾過することができる。
【００２２】
【実施例】
以下、本発明の一実施例の循環温浴器について図面に基づいて詳細に説明する。
【００２３】
図１は本発明の一実施例における循環温浴器の概略全体図である。図１において、１は浴
槽、２は循環ポンプ、３は循環路、４は濾過材、５は濾過装置、６は吸入口、７は排出口
、８はヒーター、１１は流量検知部、１２は電解槽、１３は電極、１４ａ、１４ｂは電磁
弁、１５は排水路、１６は制御部である。従来例と同じ符号のものについては、動作、機
能が基本的に同じであるので説明を省略する。制御部１６から電力が循環ポンプ２に供給
され循環ポンプ２が回転し、浴槽１の浴水が吸引され、矢印（実線）で示すように吸入口
６から電解槽１２に移送される。電解槽１２は密閉容器で構成され、その一部に浴水が流
入する流入口と電気分解された浴水が流出する流出口を備え、その内部に一対の電極１３
が対向して設けられている。電極１３は制御部１６にそれぞれ接続されている。この電極
１３の形状は板状やメッシュ状等でよく浴水との接触面積が広くとれるものがよい。制御
部１６から直流電圧が印加されることで、循環される浴水を電気分解して陽極側からは金
属イオンを溶出し水酸化物を生成する。この電極１３はＡｌ、Ｆｅ、Ｎｉ金属またはそれ
らの合金からなり、陽極と陰極には同じ金属あるいは合金同志を使用するのがよい。この
合金はＡｌ、Ｆｅ及びＮｉがそれぞれ単独に他の金属との間で合金化されたものや、Ａｌ
、Ｆｅ及びＮｉの少なくとも２つ以上で形成されたものであればよい。ただし合金を形成
する金属は人体に無害なものを選択することが大切である。生成した金属イオン及び金属
水酸化物は陽イオンに帯電しており凝集力に優れ、陰イオンに帯電した垢及び脂肪分等の
濁り成分を容易に凝集させることができる。
【００２４】
凝集した濁り成分はフロックを形成し約４０μｍ以上の大きさになって浴水中に混在、分
散化する。一方陰極側へは浴水中のプラスに帯電したものが吸着される。ここで用いる電
極１３はＡｌ、Ｆｅ、Ｎｉまたはそれらの合金からなるから、凝集力に優れた水酸化物を
容易に形成し、人体に無害なものである。なかでもＡｌ金属は人体に安全で、生成する水
酸化物のゼータ電位が他のもに比べて高いため、ゼータ電位がマイナスの濁り成分を容易
に凝集し易く、その酸化物は安定していて浴水を汚染することもなく、さらに電極洗浄し
た洗浄水が外部に流出しても環境を汚染する可能性はなく、電極１３に適したものである
。そこで本実施例ではＡｌの電極１３を使用している。
【００２５】
電解槽１２を通過した浴水は、その直後か後方の適当な位置に循環ポンプ２を置くことに
よって、循環ポンプ２内を移送中に攪拌、混合され、さらに凝集効果が高くなる。すなわ
ち循環ポンプ２はターボ型ポンプ等を用いているから、運転時に羽根車が回転し、この羽
根車の回転が浴水の攪拌作用を生むものである。凝集効果を高めるためには循環ポンプ２
は電解槽１と濾過装置５の間、できれば電解槽１２の直後に設けるのがよい。これによっ
て濾過装置５までのフロック形成時間を大きくすることができ、濁り成分を容易に凝集し
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、大きくなった濁り成分を効率的に濾過することができる。循環ポンプ２によって移送さ
れた濁り成分のフロックを含んだ浴水は、流量検知部１１で流量を検知して制御部１６が
循環ポンプ２の回転数を制御することによって制御され、矢印（実線）で示すように電磁
弁１４ａを経由して濾過装置５内に送られる。濾過装置５で浴水は濾過槽内に充填された
濾過材４の表面を流下し、ここで濾過される。ここで浴水の流量は一般家庭の場合は２０
～３０Ｌ／分が適当で、これより多くなると金属イオンと金属水酸化物による凝集が十分
でなくなったり、濾過材４に固定され濁り成分を捕捉して分解する細菌（Ｚｏｏｇｌｏｅ
ａ　ｒａｍｉｇｅｒａやＳｐｈａｅｒｏｔｉｌｕｓ　ｎａｔａｎｓ等）や他の微生物が離
脱しやすくなったりする。またこれより流量が少なくなると、電解槽１２に印加される電
力が一定の場合には循環される浴水中に含まれる金属イオンの水酸化物の濃度が高くなり
、浴槽１の浴水面に余剰の金属水酸化物の膜が形成され衛生的でなくなる。このために流
量検知部１１は循環する浴水の流量を常に検知し、循環系路の目詰まり等のよって所定の
流量以下になった場合には、制御部１６に信号を送って循環ポンプ２の運転を中断させる
とともに、電解槽１２への電力の供給を止め電解を中断することができる。
【００２６】
濁り成分のフロックは濾過材４の表面に吸着されたり、多数の濾過材４の隙間に係留され
て浴水は濾過される。濾過材４は、直径が約０．４ｍｍ～１ｍｍの球状のセラミックボー
ル（例えばシリカとアルミナ等からなる）で構成されており、物理的に濾過できる濾過精
度は約４０μｍであり、約４０μｍ以上のフロックを形成した濁り成分は物理的に濾過す
ることができる。濾過された浴水は電磁弁１４ｂを通ってヒーター８によって適温に加熱
され再び浴槽１に戻る。ここで制御部１６は予め設定した設定流量になるように循環ポン
プ２の回転数の制御を行うのである。さらに一対の電極１３に所定の直流電流を連続して
印加し、その後に一定時間ＯＦＦ状態にし、ここでさらに極性を切り替えて再び一定時間
直流電流を印加するという動作を繰り返すのである。この繰り返し動作は後述するように
電極１３に付着した濁り成分を離脱させ、電極寿命を伸ばすために有効な方法である。ま
たヒーター８には浴水を所定の温度に保つために必要な電力を制御して供給する。ここで
は図示していないが、温度センサを設けて浴水の温度を検知してヒーター８に供給する電
力を制御している。
【００２７】
以上のように構成された循環温浴器について、以下その動作を図１に基づいて説明する。
図１は循環温浴器の概略構造図である。ここでは一対の電極１３にＡｌを使用した場合に
ついて述べる。制御部１６によって循環ポンプ２に通電すると、循環ポンプ２は回転し始
め吸入口６から矢印（実線）で示すように浴槽１の浴水を吸引し始める。この浴水の所定
の循環量は流量検知部１１に記憶されている設定流量となる循環ポンプ２の回転数で決ま
り、制御部１６はこの回転数になるよう循環ポンプ２を制御する。吸引された浴水は電解
槽１２に移送されて電気分解され、同時に電極１３の陽極側にＡｌイオンが溶出する。こ
の溶出したＡｌイオンは浴水の水酸基と反応し水酸化アルミニウムを生成する。この反応
によって生成した水酸化アルミニウムは、微小な濁り成分を凝集させフロックを形成する
。この凝集したフロックを含んだ浴水は循環路３を送られ、流量検知部１１によって流量
を検知され、電磁弁１４ａから矢印（実線）で示すように濾過装置５に移送される。この
移送された浴水に含まれ凝集したフロックは４０μｍ程度以上となっており十分大きいた
め、通常使用される砂、セラミックボールまたは糸巻フィルター等の濾過材４でも十分に
濾過でき、浴水を清澄にすることができる。
【００２８】
また物理的濾過の外にもこのフロックのゼータ電位はややプラスに帯電しており、セラミ
ックボール及び糸巻フィルター等の通常使用される濾過材４のゼータ電位がマイナスに帯
電していることから、クーロン力やファンデルワールス力が作用し濁り成分を電気化学的
に吸着して、浴水を濾過することができる。
【００２９】
このように濁り成分を凝集して約４０μｍ程度以上の大きさのフロックを生成するため、
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濾過材４を通過するだけで容易に濁り成分を除去できるし、フロックのゼータ電位はやや
プラスに帯電しているから、濾過材４に吸着させて効率的に除去することもできる。また
濾過材４に固定された細菌や他の微生物によって浴水中の濁り成分である垢や脂肪分等を
さらに捕捉するから、微細な形状のものまで十分に濾過することができる。濾過された浴
水は電磁弁１４ｂからヒーター８に移送され、適温に加熱されて排出口７から浴槽１に排
出される。この実施例のようにＡｌを電極にして、浴水中にＡｌイオン及びＡｌ水酸化物
を形成して濁り成分を凝集する方法は、他の金属に比べてゼータ電位が高く濁り成分を容
易に凝集できるばかりでなく、寿命が永くそして人体に無害であり、Ａｌ酸化物によって
浴水を汚染することがなく、循環温浴器用には適したものである。
【００３０】
ところで、電解槽１２に設けられた電極１３の陽極はＡｌイオンの溶出により、微量なが
ら少しづつ消耗し、陰極表面にはプラスに帯電したイオンや濁り成分が付着して、電極表
面が酸化される。このため電極１３の極性を変えずに電解操作を続けると、付着成分によ
って電解電流が低下して陽極からのＡｌイオンの溶出量が減少し、そのため濁り成分の凝
集能力が落ちて、一般的には約１週間程度で電解操作を続けることができなくなる。そこ
でこの実施例では制御部１６から電極１３に印加する電圧を一定時間ごとに極性を切り換
えるように制御した。上述したようにこの電極１３は陽極、陰極ともＡｌ金属で構成され
ているので、電極１３の極性が切り換えられても陽極側からＡｌイオンを生成し、Ａｌ水
酸化物を容易に生成することができる。また同時に電極１３の陽極側の表面に形成される
酸化アルミニウム等の生成物は、この極性切り替えによって除去され、電極１３の表面は
常にＡｌ金属が露出していることになる。しかしながら、電極１３の極性を単に切り換え
ると、それぞれの電極表面に付着していた物質上にさらに新たな付着物が付着するため、
かえって電極寿命を短くすることが生じる。これを防ぐために本実施例においては電極１
３の極性切り換え時に一定時間だけ電圧を印加するのを止め、その後に極性を切り替えて
電圧の印加を開始する。このように一定時間の間電圧の印加を止めると、クーロン力等に
よって電気的に吸着され電極表面に付着していた付着物は吸着から解放され自由になる。
この解放され自由になった付着物は電解槽１２内を移送する浴水の水流によって剥離され
、浴水と共に濾過装置５に移送されて濾過される。その後に電極１３の極性を切り換える
ことで、電極表面がクリーニングされてから極性を切り換えることができるのである。こ
の電圧の印加を止める時間は通電時間と同じ程度の長さかそれ以下でよく、浴水の濁り成
分の程度によってその時間を設定すればよい。濁り成分が多いときには電圧印加の停止時
間を短くするとともに、電極１３の極性切り替え間隔も短くすればよい。
【００３１】
ここで濁度３程度の通常の濁り成分の浴水を循環させ、電極１３に２０ｍｍ×４０ｍｍ×
３ｍｍｔの大きさのＡｌ金属を使用し、６０ｍＡの電流を約１時間通電して約１５分間停
止し、その後極性を切り換えて約１時間通電して再び約１５分間停止し、再び極性を切り
換えて約１時間運転するという操作を１日に１サイクル繰り返したところ、約１年間使用
することができた。この電極１３の寿命は、Ａｌイオンの溶出による消耗であり、電極表
面への付着による劣化の影響は殆どなかった。
【００３２】
この実施例では、電解槽１３内で短時間に濁り成分のフロックを形成しているから、使用
する濾過材４の直径を約０．４ｍｍ以上と大きくでき、濁度が３程度の浴水を１以下にす
る時間は約１時間程度と短いものである。凝集剤を加えてフロックを形成させる従来の方
法ではフロック形成に要する時間が長くなって、濁度を１以下にするには約１２時間程度
要するのに比べその効果は顕著である。さらにここでは濾過材４にセラミックボールを使
用しているが、砂、硝子ボールまたは糸巻フィルター等でもよくその材質に影響されない
。またこれらの濾過材４の濾過精度が約２５０μｍ程度と粗くても大部分のフロックは濾
過材４に吸着されて濾過されるので、この程度の濾過材４であっても充分であって濾過精
度の小さいものを使用する必要はなく、価格を低く抑えることができる。また濾過材４の
大きさは直径が約０．１ｍｍ～２ｍｍ程度と広く分布していても、なんら濾過効果に影響
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を与えない。また形状も球形、立方形等、浴水との接触面積が大きく、濁り成分を捕捉し
て分解する細菌や微生物を固定しやすい形状であればどのようなものでもかまわない。
【００３３】
一方、浴水を繰り返し循環していると、濾過装置５内の濾過材４の表面に濁り成分が付着
し堆積して目詰まりを起こしたり、濾過材４に固定された細菌や微生物による濁り成分の
分解能力が低下して、濾過能力が著しく低下する。これを防ぐために本実施例では１日に
２回程度、逆洗浄操作（逆洗）によって濾過装置５内を洗浄する。そこでこの逆洗につい
て説明する。浴水は濾過されながら循環されるが、所定の時間になると、制御部１６に設
けられたタイマーが作動し、制御部１６は電磁弁１４ａに切り換え信号を伝達し、電磁弁
１４ａの流路をＡ－ＢからＢ－Ｃに切り替える。次に電磁弁１４ｂに切り換え信号を伝達
し、電磁弁１４ｂの流路をＥ－ＦからＤ－Ｅに切り替える。こうすることによって浴槽１
から循環ポンプ２で吸引された浴水は、電解槽１２及び流量検知部１１を流れ、電磁弁１
４ｂの流路Ｄ－Ｅから濾過装置５に達する。濾過装置５の下部から上部に移送される浴水
によって、濾過材４は洗浄水である浴水中に攪拌され浮遊し、濾過材４が互いに衝突を繰
り返し、表面に付着している濁り成分が剥離し、濾過材４は洗浄される。この濁り成分を
含んだ浴水は排水路１５から排水される。このようにして逆洗操作が終了し、制御部１６
からの切り換え信号によって電磁弁１４ａの流路をＢ－ＣからＡ－Ｂに切り換え、電磁弁
１４ｂの流路をＤ－ＥからＥ－Ｆに切り換えて再びもとの浴水の循環濾過操作に戻るので
ある。
【００３４】
この実施例ではヒーター８は濾過装置５の下流に設けているが、この位置に限定されるこ
となく循環温浴器内のいずれの循環路３に設けてもよく、最も効果的に加熱でき保温が容
易にできる位置を選べばよい。また上記の流路以外に浴槽１にヒーター８を直接設けても
よい。この場合にはヒーター８のメンテナンスが容易になり、浴水の循環が不要なときに
は浴水の循環を止めたまま加熱することができる。
【００３５】
また、循環温浴器内部に発生した雑菌などを除去するために活性炭槽等（図示せず）を設
けるのも適当である。この場合にはこれを濾過装置５とヒーター８の間に設けるのがよく
、この設けた活性炭槽等によって雑菌が吸着除去されるだけでなく、浴水中の溶解性有機
物や臭い成分を除去することもできる。一方、活性炭槽を濾過装置５と電磁弁１４ｂの間
に設け、ヒーター８を活性炭槽と流量検知部１１との間のいずれかの場所に設けておくと
、逆洗操作時にヒーター８に通電して逆流する浴水を６０～７０℃程度に加熱することに
よって、活性炭槽や濾過装置５の内部を同時に熱湯再生、熱湯殺菌し、加熱された熱湯は
排水路１５から排水することができる。このように浴水の循環路３に電解槽１２を設け、
電極１３を溶出させて水酸化物を生成し、生成した水酸化物によって濁り成分を凝集して
フロックにし濾過装置５で濾過する方法は、ヘアーキャッチャー等を設けて予備的に浮遊
物などを除去する煩雑さがなく、運転開始初期から微小な濁り成分までを容易に濾過でき
、濾過速度が速く、逆洗操作による熱湯再生と熱湯殺菌が可能で、安価な濾過材４を使用
して衛生的な浴水を循環することができ、殺菌されて清澄になった浴水のみを浴槽に満た
すことができる。
【００３６】
【発明の効果】
以上の実施例から明らかなように本発明によれば、浴槽の浴水を循環させる循環ポンプと
、 電極が設けられ循環される浴水を電気分解して電極から金属イオンを溶出させ水
酸化物を生成する電解槽と 電解槽で生成された水酸化物によって凝集された濁り
成分を含有した浴水を濾過装置で濾過して浴槽に戻

から、運転開始初期から微小な濁り成分までを容易に濾過し、逆洗操作が容易で、
濾過材の閉塞寿命が長く、メンテナンスを容易にすることができる。
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一対の
を備え、

し、電極のそれぞれに印加される電圧
は一定時間ごとに極性が切り替えられ、切り替え時には所定の時間だけ電圧の印加が停止
される

また、電極寿命が長
く、電極表面への付着による劣化が殆どない。



【００３７】
また、循環ポンプが電解槽と濾過装置の間に設けられているから、電極から溶出する金属
の水酸化物によって微細な濁り成分を大きな形状に凝集することができる。
【００３８】
また、電極がＡｌ、Ｆｅ、Ｎｉまたはそれらの合金からなるから、金属の水酸化物が形成
しやすく、安全で衛生的な電極にすることができる。
【００３９】
また、電解槽に電力を制御して供給する制御部を設けているから、電極の極性切り換えが
容易で、逆洗操作を繰り返し行うことができる。
【００４０】
また、浴水を加熱するヒーターを備えているから、浴水の温度を自由に換えることができ
る。
【００４１】
また、浴水の流量を検知する流量検知部を設けているから、電極の水酸化物が浴水中に過
剰に生成するのを防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例における循環温浴器の概略全体図
【図２】従来の循環温浴器のシステムの概略全体図
【符号の説明】
１　浴槽
２　循環ポンプ
３　循環路
４　濾過材
５　濾過装置
６　吸入口
７　排出口
８　ヒーター
９　インジェクター
１０　オゾン発生装置
１１　流量検知部
１２　電解槽
１３　電極
１４ａ、１４ｂ　電磁弁
１５　排水路
１６　制御部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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